
 

分掌 教務部 

現状及びアンケー

トの結果分析等 

・個別の指導計画は教育課程ごとに実態や教科の特徴に応じて、より効果的な運用ができるよう

に一部様式を変更した。引き続き「起点は評価から」をメインテーマとして、運用の在り方に

ついて探っていきたい。 

・指導要録や出席簿等について、これまで保管や運用についてマニュアル等の作成・改善を進め

てきた。今後はその他の重要書類の管理等について、現状を見直し改善を進めていく必要があ

る。 

・昨年度はコロナ禍にあり、保護者や関係者が来校する機会が少なく、行事も形態を変えたり中

止したりすることが多くなり、児童生徒の教育活動を具体的に知っていただくような機会が激

減した。来校することができなくても、学校の取組、成果、児童生徒の生き生きとした活動の

様子を発信できるような広報活動を考えていきたい。 

・コロナ禍において、ホームページのもつ役割がより重要になってきた。情報の公開に関して充

実させるだけでなく、ホームページを通した情報の取得等についても現状を整理し、改善する

必要がある。 

今年度の具体的か

つ 

明確な重点目標 

(1)それぞれの教育課程に応じた個別の指導計画について、記載内容や評価・改善に関する理念に

ついて理解促進を図るとともに、学校全体でその質を向上させることができるような運用方法

を確立させる。 

(2)各種重要書類等について、管理方法や運用に関するマニュアルを見直すとともに、適切な管理

が継続できるようなシステムを構築する。 

(3)ホームページや学校だよりなど、外部への発信をより分かりやすく充実できるよう、内容や方

法について改善し実践する。 

重点目標を達成す

る 

ための校内組織体

制 

・個別の指導計画について、これまでの実績を踏まえ分かりやすい例示や記載に関するマニュア

ル作成を教務部内で協力して進める。また、実用生の高い運用を目指し、各部において作成を

主導する管理職との連携を深める。 

・重要書類等の管理、保管に関する校内での現状を把握するために各部、分掌と連携を図る。ま

た、より適切な運用、管理、保管を目指し、管理簿やマニュアル等の改善や保管場所等の抜本

的な見直しを進める。 

・学校として発信すべきことを整理し、ホームページが情報取得のツールとしての機能がより高

まるよう各分掌等と連携を図る。 

・教育活動について臨場感のある発信を活性化できるよう、発信内容に関して各部、分掌との連

携を図る。 

目標の達成に必要

な 

具体的取組 

(1)それぞれの教育課程に応じた個別の指導計画について、記載内容や評価・改善に関する理念に

ついて理解促進を図るとともに、学校全体でその質を向上させることができる運用を確立さ

せる。 

①これまでの実績や課題を整理し、評価や改善等に関する好事例をまとめ、それぞれの様式の

もつ役割とともに作成に関するマニュアルを作成する。 

②作成者に対する理解啓発だけでなく、管理職と連携し運用に関する課題を洗い出し、継続的

な改善を行うことで実用的な運用を図る。 

(2)各種重要書類等について、管理方法や運用に関するマニュアルを見直すとともに、適切な管理

が継続できるようなシステムを構築する。 

①教務部だけでなく各部、分掌等における、これまでの管理方法等に関する内容を把握する。 

②必要に応じて管理簿やマニュアル等を見直すとともに、適切な運用、管理、保管について整

理し、具体的な改善を図る。 

(3)ホームページや学校だよりなど、外部への発信をより分かりやすく充実できるよう、内容や方

法について改善し実践する。 

①教育活動について臨場感のある発信を活性化するため、行事だけでなく普段の教育活動を積

極的に発信する。 
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②ホームページで発信する内容について、その対象と内容を整理し、より伝わりやすく、閲覧

者が情報を取得しやすいようなページ構成に変更する。 

③保護者にとって学校の取組が身近に感じられるように、ホームページ、学校だより、すぐメ

ール等学校の情報を発信する媒体の関連性を高める。 

達成度の判断・判定 

基準あるいは指標 

(1)それぞれの教育課程に応じた個別の指導計画について、記載内容や評価・改善に関する理念に

ついて理解促進を図るとともに、学校全体でその質を向上させることができるような運用方法

を確立させることができたか。 

(2)各種重要書類等について、管理方法や運用に関するマニュアルを見直すとともに、適切な管理

が継続できるようなシステムを構築することができたか。 

(3)ホームページや学校だよりなど、外部への発信をより分かりやすく充実できるよう、内容や方

法について改善し実践することができたか。 

取組状況・実践内容

等 

(1)・部によって少しずつ異なっていた個別の指導計画の様式を修正し、自動転記等についても

統一した。 

・前期の目標や手だて等について保護者と確認するために、７月に個別懇談を追加した。 

・夏季及び冬季休業中には個別の指導計画に関する評価・改善を行う検討期間を設けた。検

討会に向け、個別の指導計画における評価や改善の考え方、記入上の留意点、これまでの

記入例（好事例）等をまとめた資料を作成し配付した。 

(2)・各部や分掌等で保管している文書について、ファイル名や保存期間、保存場所、重要度等に

ついて調査し、一覧表を作成した。 

・保護者から預かった個人情報の一部について、管理簿及び持ち出し簿を一新し管理方法を

見直した。 

・より正確な管理ができるよう、保存文書の重要度や使用目的等に応じて保管場所を変更し

た。 

(3)・ホームページ上の「最近のトピックス」では、各部、各分掌と連携し、当校の近況に関する

情報を発信した。 

・当校のホームページをより見やすくリニューアルするために、教務部内で調査チームを編

成し他校のホームページについて調査を行った。 

評価の視点 評 価 

(1) 個別の指導計画について、記載内容や評価・改善の理念に関する理解促進を図るとともに、学

校全体でその質を向上させることができるような運用方法を確立させることができたか。 

(2) 各種重要書類等について、管理方法や運用に関するマニュアルを見直すとともに、適切な管

理が継続できるようなシステムを構築することができたか。 

(3) ホームページや学校だよりなど、外部への発信をより分かりやすく充実できるよう、内容や

方法について改善し実践することができたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

成果・課題 総 合 評 価 

(1)○７月に個別懇談を実施することで、半年ごとのＰＤＣＡサイクルがより実用的に機能するよ

うになった。 

○個別の指導計画における評価と改善について、評価や改善の捉えを Q&A 形式や好事例を提示

することで、より具体的な評価及び改善案が多くみられた。 

▲個別の指導計画について、その理念や各様式の記載に関する説明を示したマニュアルを目標

とした年度途中に完成させることができなかった。 

(2)○校内の保存文書について、一覧表を作成したことで、用途や重要度に応じた保管及び管理方

法について整理することができた。 

▲保管や廃棄等のマニュアルまでには至らなかった。 

(3)○コロナ禍でも学校の様子を身近に感じていただけるよう「最近のトピックス」では、教育活

動の様子を中心に、ほぼ毎週発信することができた。 

▲ホームページのリニューアルについては、目標とした年度途中に完成させることができな

かった。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 



来年度に向けての

改善方策案 

・次年度はじめには、周知、活用ができるように、個別の指導計画のマニュアルを年度末までに

は完成させる。 

・今後も引き続き保存文書に関する保管、管理の在り方を検討し、マニュアルの完成を目指す。 

・「見やすさ」「身近さ」をテーマにしたホームページにリニューアルできるよう、作業を年度

内に試作版を作り、来年度には本格運用を目指す。 

 

分掌 渉外部 

現状及びアンケー

トの結果分析等 

・安全・安心を第一に今できる活動をＰＴＡ役員と検討し、そのＰＴＡ活動に対し保護者ができ

るだけ積極的に取り組めるよう支援を工夫している。 

・広報・環境委員会では、「しゃべりっちながら」「すまいるながら」の発行に向けての活動、

保護者アンケートの集計、ベルマーク収集等を家庭で行えるよう支援した。特にベルマーク収

集については、例年より家庭でできることを増やすため、ベルマークを集める期間を決め、集

まったベルマークを家庭で仕分けたり点数計算したりすることができるよう支援した。 

・「ふれあいの日」や「地域交流講座」等の地域交流活動の代替活動としての壁新聞の作成が積

極的に行えるよう支援した。長良５校に掲示してもらうことによって当校のＰＴＡ活動の様子

や児童生徒のこと、病弱特別支援学校について知ってもらうことができた。 

・ＰＴフォーラムの代替活動として、防災環境部と連携して「しゃべりっちながら」を活用し

ての家庭での防災意識を高める活動に取り組んだ。保護者が「我が家における防災」につい

て原稿を執筆し協力することで、会員同士の交流を深めることができた。 

今年度の具体的か

つ 

明確な重点目標 

(1)研修委員と広報・環境委員が自主的・積極的にＰＴＡ活動に取り組めるよう支援する。 

(2)「地域交流講座」等の地域交流活動が、地域、保護者間及び長良５校との交流の場となるよう

計画・実施する。 

(3)「ふれあいの日」について、保護者と児童生徒が活動を充実させることができ、ＰＴＡ会員

同士が交流できるよう計画・実施する。 

重点目標を達成す

る 

ための校内組織体

制 

・渉外部とＰＴＡ役員が連携し、学校職員と保護者の協力体制を確立する。 

・地域（長良５校ＰＴＡ等）と連携し、協力体制を構築する。 

・他分掌と連携し、ＰＴＡ関係行事を実施できるよう協力体制を整える。 

目標の達成に必要

な具体的取組 

 

(1)研修委員と広報・環境委員が自主的・積極的にＰＴＡ活動に取り組めるよう支援する。 

①それぞれの専門委員会の活動について安全・安心に行えるようＰＴＡ役員と内容や時期を

検討していく。 

②ＰＴＡ行事一つ一つについての理解を深めるため、「しゃべりっちながら」や「ＰＴＡだよ

り」に目的や内容、参加した保護者の感想等を載せていく。 

③ＰＴＡ行事や研修会等の内容や、保護者が参加する意義について学校職員が理解し、保護者

に参加を促すことができるような校内体制を作っていく。 

④保護者が積極的に取り組めるよう、活動ごとに必要であれば保護者にアンケートをとり、そ

れを踏まえて、ＰＴＡ役員会で検討していく。 

(2)「地域交流講座」等の地域交流活動が、地域、保護者間及び長良５校との交流の場となるよう

計画・実施する。 

①「地域交流講座」等の地域交流活動が、長良５校のＰＴＡとの交流の場として、より積極的

に取り組めるよう内容を検討していく。 

(3)「ふれあいの日」について、保護者と児童生徒が活動を充実させることができ、ＰＴＡ会員同

士が交流できるよう計画・実施する。 

①保護者が動画撮影や作品作り等児童生徒と一緒に家庭でできることは何かを検討し、そのこ

とをＰＴＡ会員同士が交流できるようにＰＴＡ役員と検討し、支援していく。 

②ＰＴＡ行事でもあり、学校行事でもある「ふれあいの日」が全校体制で臨めるよう、計画・

実施していく。 



達成度の判断・判定 

基準あるいは指標 

(1)保護者にＰＴＡ活動への参加を促し、保護者同士が繋がることができるＰＴＡ活動が行える

よう支援していくことができたか。 

(2)当校の現状とＰＴＡ活動について、理解・啓発を促す方策をとり、当校ＰＴＡ会員と長良５校

ＰＴＡとの交流を支援することができたか。 

(3)「ふれあいの日」の計画・実施において、保護者の思いを十分に汲み取り、全校体制で実現

できるよう支援できたか。 

取組状況・実践内容

等 

(1)・昨年度に引き続き新型コロナウイルス対応のため、ＰＴＡ専門委員会において一昨年度まで

のような活動を行うことは、難しかった。しかし、ＰＴＡ役員を中心にしてコロナ禍でもで

きる活動を考え、積極的に取り組めるように支援した。 

 ・研修委員会の活動では、「地域交流講座（先輩の話を聞く会）」をキャリア支援部との共同

主催で行い、８人の保護者がオンラインで参加した。長良５校保護者は参加が難しかった

が、後日、講演内容を長良５校に配付した。「ＰＴフォーラム」は、運営委員会職員と連携

しながら実施した。研修委員代表が自主的に計画、運営等にかかわり、９人の保護者がオン

ラインと対面で参加した。 

  ・広報・環境委員会の活動では、「しゃべりっちながら」「すまいるながら」の発行に向けて

の取組、「保護者アンケート」の内容の検討、集計分析、「ベルマーク活動」に参加した。 

(2)研修委員会を中心に壁新聞を作成した。長良５校に掲示してもらい、当校のＰＴＡ活動や病弱

特別支援学校について知ってもらえるよう見やすい壁新聞作りに取り組んだ。 

(3)「ふれあいの日週間」として、金華祭と同時開催とし、コロナ禍だからこそ、つながりを大

切にしたいという保護者の思いから児童生徒の顔写真のスライドショーやフラッグ作り、

作品作り等を行った。一部の保護者は写真や動画を家庭で撮影、提供した。スライドショ

ーは、オンライン配信を行い、多くの保護者に見てもらうことができた。   

評価の視点 評 価 

(1)研修委員と広報・環境委員が自主的・積極的にＰＴＡ活動に取り組めるよう支援していくことが

できたか。 

(2)「地域交流講座」等の地域交流活動が、地域、保護者間及び長良５校との交流の場となるよう計

画・実施することができたか。 

(3)「ふれあいの日週間」について、保護者と児童生徒が活動を充実させることができ、ＰＴＡ会員

同士が交流できるよう計画・実施することができたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

成果・課題 総 合 評 価 

(1)〇地域交流活動の代替活動とした「壁新聞」作りでは、保護者の執筆希望が多く、レイアウトや

作成については、研修委員代表が自主的に家で行い、協力して取り組む体制ができていた。 

  〇「ＰＴフォーラム」では、保護者の疑問や悩み等を保護者同士や教員と話すことができ、有意

義な会になった。研修委員代表が司会と感想発表を行い、意欲的に取り組んだ。また、今後も

運営委員会職員に協力してもらうことで、保護者のニーズに合うよりよい会にしていく。 

  〇「しゃべりっちながら」では、新型コロナウイルス対応のため、学校に参集しての活動ができ

なかったが、登下校時等に役員と話をしながら原稿依頼から発行までスムーズに行うことがで

きた。「しゃべりっちながら」の継続発行希望が多いので、記載内容等をＰＴＡ役員中心に検

討できるようにしていきたい。 

  ▲「すまいるながら」では、新型コロナウイルス対応で保護者からそれぞれの執筆者に原稿依頼

をすることができなかった。  

〇ベルマーク活動では、ウェブベルマークの活用が好調だった。 

▲ベルマーク活動のうち、自宅での仕分け作業では、多くの保護者の希望があったが、日程、方

法の検討不足があり、郵送する件数も多く、自宅で行う活動としては負担のあるケースがあっ

た。保護者がより主体となる方法を今後検討したい。 

(2)〇「地域交流講座（先輩の話を聞く会）」では、オンラインだからこそ参加ができた保護者がい

て、貴重な話を聞くことができたとの感想があった。 

  ▲年１回発行の「壁新聞」であったが、発行時期が遅れたので、無理のない活動計画を立てる必

要がある。今後、長良５校の関係者に壁新聞についてのアンケートを実施予定である。長良５

校の代表と共通理解を図りながら、丁寧に進めていきたい。 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 



(3)〇コロナ禍でのふれあいの日週間をＰＴＡ企画であると同時に学校行事でもあるという考えの

もと、保護者の思いを汲み取り全職員に協力してもらい実施することができた。 

来年度に向けた課

題と改善方策案 

・来年度９月実施予定のふれあいの日について、今年度より早い段階でＰＴＡ役 

員と学校職員で検討する。 

・保護者の学校参集が難しい場合、何らかの形でＰＴＡ活動に参加できること、無理なく家庭

でできること等をＰＴＡ役員会で時間をとり考えたり、他校の活動を参考に情報収集したり

、アンケートを実施し方法を探ったりし、ともに考え、充実感のある取組をめざしたい。 

 

分掌 研究研修部 

現状及びアンケー

トの結果分析等 

・主題研究の取組を実践交流中心にして各グループ単位で進め、単元計画や授業改善チェックシ

ートを元に話し合いができた。 

・教科部会を開催し、教科の専門性の向上や授業実践の交流など行って教科指導力の向上に取り

組めた。 

・専門家による授業支援について、より効果的な活用ができるように周知の方法や日程の決定方

法について検討し改善を行った。 

・オンラインの研修や会議がスムーズに行えるように、Ｗｅｂ会議室の調整や、オンライン会議

等で使用する教室の調整を行って、混乱が起きないようにできた。 

・タブレット端末やノートＰＣなどの技術的サポートを個別に行って、個々の課題に対応した。 

・ＩＣＴ機器の整備や、効果的な使用法についての研修を実施して、授業での活用を促すことが

できた。 

今年度の具体的か

つ明確な重点目標 

(1)研究のまとめに向けて、各研究グループ内で授業の実践交流がより深まるようにする。 

(2)より効果的で効率的な研修が行えるように全体計画を作成する。 

(3)タブレット端末やノートＰＣの授業での活用を促進する。 

重点目標を達成す

るための校内組織

体制 

・研究チーフ会において、各研究グループに連絡係を置くために全校体制で人選の選択を行う。 

・教員の指導力を高めるための研修を推進するために、各分掌やコア・ティーチャーとより綿密に

連携を図る。 

・ＩＣＴ機器のより実践的な活用を目指すために、教員の全校児童生徒一人一人に対するアプロ

ーチを個別に支援する体制を整備する。 

・情報セキュリティポリシーを遵守のため、情報セキュリティ委員会等を通じて、学校全体の共通

理解を図る流れをつくる。 

目標の達成に必要

な具体的取組 

(1)研究のまとめに向けて、各研究グループ内で授業の実践交流がより深まるようにする。 

①各部・類型グループで昨年度に作成した単元計画の検証を進める。 

②各グループでの実践を、次年度からの取組に繋げられるようにまとめる。 

(2)より効果的で効率的な研修が行えるように全体計画を作成する。 

①研修の全体計画を作成して各研修の位置づけを明確にし、内容の偏りや重複がないかについ

て確認する。 

②専門家による授業支援の体勢を整備して、個々の教員のニーズに合った授業支援になるよう

にする。 

③研修の事後アンケートを分析し、成果と課題をフィードバックする。 

(3)タブレット端末やノートＰＣの授業での活用を促進する。 

①児童生徒の各障がいの特性、発達段階の捉え方を踏まえたＩＣＴ機器の活用のための相談を

行い、より効果的なＩＣＴ機器活用方法をアドバイスする。 

②予備機や代替案等を確保して、機器トラブルによる使用不能の状態が起きないようにする。 

③機器の調達、修理に迅速に対応できるように、報告の流れを見直し、情報を共有して対応を

スムーズにする。 

達成度の判断・判定 

基準あるいは指標 

(1)主題研究において、各研究グループ内での授業実践交流を行って、結果を次年度からの取組に

生かせるようにまとめることができたか。 

(2)各研修の目的や対象を明確にした職員研修の全体計画を作り、効率のよい研修計画を作成する

ことできたか。 

(3)授業でＩＣＴ機器の稼働率を向上させ、活用を促進できたか。 



取組状況・実践内容

等 

(1)・研究主題を『社会とかかわる力を育てる病弱教育の在り方～新学習指導要領を踏まえた授業

づくりを通して～』とし、各グループで評価表や振り返りシートを使って実践交流をして、

研究主題にせまるための実践を進めた。 

(2)・各研修会について参加者アンケートを分析し、研修内容や対象者の妥当性について分析し、

主催する分掌長にフィードバックした。 

・各分掌の主催する研修を集約し、目的や対象者について精選を行い、次年度の研修計画を作

成した。 

(3)・相談窓口を広げ、各学部のＩＣＴ機器やオンラインに関する相談を受けた。またＩＣＴ研修

会を通して有用なアプリや新しい情報、既存の機器の使い方等を職員に紹介した。 

・機器の修理や調達を迅速に行い、またそれらの使用方法やルールを提示することで、機器を

広く、安心して使えるようにした。 

評価の視点 評価 

(1)研究主題・学校の課題に迫って、校内研究を進めることができたか。 

(2)各研修の目的や対象を明確にした職員研修の全体計画を立てることができたか。 

(3)各学級のニーズに応えながら、安心・安全な活用を目指し、授業でのＩＣＴ機器の更なる活用がみ

られたか。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

成果・課題 総合評価 

(1)〇研究チーフ会にて、各研究グループの取組報告、今後の見通しや方向性を確認して進めること

ができた。 

〇各研究グループの実態に応じた方法で研究グループ会を実践交流の場としたことで、単元・活

動計画を基にして研究主題にせまった他部の授業内容や支援方法について意見交流すること

ができた。 

▲他グループと実践交流する時間をもつことが難しかった。 

(2)○各研修のアンケート結果の分析を行い、主催の分掌にフィードバックすることができた。 

  ○各分掌の研修を集約し、学校全体の研修のグランドデザインを検討することができた。 

  ▲病弱特別支援学校としてふさわしい研修の内容を検討し、職員に周知していく必要がある。 

(3)○各部や学級のニーズを受け、児童生徒の実態に沿ったＩＣＴ機器の活用方法をアドバイスする

ことができた。またＩＣＴ研修会にて、様々なツールと使い方、有用なアプリやタブレット端

末の機能を紹介し、ＩＣＴの活用をより促すことができた。 

〇オンラインでは、行う授業や行事、講義に合わせた機器を提供し、円滑に進めることができた。

またトラブル時を想定し、事前のリハーサルを行ったり、代替機の準備をしたりした。 

〇iPad に関しては、毎日ほぼ１００％の稼働率で活用することができた。その他ＰＣや Surface、

周辺機器や外部スイッチ等も毎日使用されていて、各職員が工夫してＩＣＴ機器を活用してい

た。 

 ▲ＩＣＴ機器や周辺機器の在り処を明確にして、使用しやすい環境を整える必要がある。 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

来年度に向けての改

善方策案 

・校内研修をより意義のあるものとするために、グループに所属するコア・ティーチャーと連

携し研究グループ会を進める。 

・全校での実践交流の方法を工夫することで、他グループの実践も互いに共有できるようにす

る。 

・各分掌と緊密に連携し、病弱特別支援学校として必要な知識技能を効率よく身に付けるため

の研修の在り方を引き続き検討していく。 

・機器の整理をして、使用しやすい環境を整える。 

・使い方の紹介や活用事例の紹介を積極的に行って、ＩＣＴ機器の活用を促進する。 

 


